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JECSに参加している小児における3歳までのアレルギー免疫について

論文概要の和文様式

本研究では、エコチル調査に参加している子供の免疫アレルギーに関する属性について検討する

3歳までの全体調査の固定データを記述統計する。

全国固定データを用いて、3歳までのアレルギー症状・疾患に関してプロファイルペーパーとしてまとめた。即時型食
物アレルギーの有病率は、1、2、3歳でそれぞれ7.6％、6.7％、4.9％。川崎病は、1歳と3歳で、それぞれ0.3％と0.4％
であった。。原発性免疫不全は、3歳で0.005％に認めた。

全国規模の出生コホートのデータを用いてアレルギー免疫について初めての評価といえる。アレルギー疾患や川崎
病は日本の子供で多い。
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